2019年7月26日

各　位

公益社団法人日本技術士会中国本部

本部長　大田 一夫
防災委員長　山下 祐一　

拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会主催、日本技術士会中国本部防災委員会共催、｢H30西日本豪雨災害報告会～最前線での建設コンサルタントの取り組み～｣と題した講演会を開催することといたしました。今回の講演会では、H30西日本豪雨災害での概要と初動から応急復旧までの測量・調査・設計に関わったコンサルタントの活動内容について講演をいただきます。
　災害発生状況や被災地の復旧・復興支援に関心のある方は、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。なお、メール送信可能な方は、事務局事務の省力化のため、できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か、中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記

１．主　催：一般社団法人建設コンサルタンツ協会 中国支部防災委員会
２．共　催：公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会

３．後　援：中国地方防災研究会　　　　　　
４．日　時：2019年9月2日（月）　13：30～17：10
５．場　所：広島YMCA国際文化センター　国際文化ホール　　

　　　　　　広島県広島市中区八丁堀7-11　　Tel: 082-227-6816
６．内　容
13：30　開会 挨拶　                                    建設コンサルタンツ協会中国支部 支部長　小田　秀樹       
13：35　【基調講演】
平成30年7月豪雨災害を振り返って　 広島大学大学院総合科学研究科　教授　海堀　正博
 14：35　質疑応答
14：45 (休憩)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15：00　【活動報告】　
　「初動対応における報告　～江の川　ドローンを利用した河川氾濫状況把握～ 」
　シンワ技研コンサルタント株式会社　杉原　大樹
　　　「土砂災害現場における土石流センサー設置例」　　　　　株式会社荒谷建設コンサルタント　稲村　啓志
「広島市安佐北区白木町　地すべり対策」　　　　　　　　　　　　　復建調査設計株式会社　渡邉　 聡
「平成30年7月豪雨災害における道路啓開について」　　　　　　　　　　株式会社ヒロコン　野田　直樹
「真備町＿小田川他3支川の氾濫における初動から応急復旧までの対応」　
株式会社エイト日本技術開発　郷田　信夫
17：05　閉会 挨拶　              　　　   建設コンサルタンツ協会中国支部  防災委員会　委員長　青原　啓詞
７. 定員、参加費、ＣＰＤ：

1）定　員：285人（先着順）
2）参加費：無　料

3）ＣＰＤ：本プログラムは、建設系CPD協議会に登録された日本技術士会認定のCPDプログラムで

　　参加者には日本技術士会からCPD：3時間15分のCPD参加票を発行いたします。
８．その他

※締め切り　　2019年8月23日（金）

※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
2019年度　第1回防災講演会

「H30西日本豪雨災害報告会」
プログラム
主催：一般社団法人　建設コンサルタンツ協会中国支部 防災委員会
共催：公益社団法人　日本技術士会中国本部 防災委員会
後援：中国地方防災研究会
日時：2019年9月2日（月）13:30～17:10
場所：広島YMCA国際文化センター　国際文化ホール
　　　広島県広島市中区八丁堀7-11　　Tel: 082-227-6816
プログラム：
13:30　開会 挨拶　                       建設コンサルタンツ協会中国支部 支部長　小田　秀樹　

13:35　【基調講演】

「平成30年7月豪雨災害を振り返って」　 広島大学大学院総合科学研究科　教授　海堀　正博　
平成30年西日本豪雨災害では死者224名、行方不明者8名といた甚大な被害が発生した。災害発生から1年が経過し、発生から復旧まで、第一線において様々な場面にかかわってこられた海堀先生より、災害の概要を振り返っていただき、今後の果たすべき役割について講演をしていただきます。
14:35　質疑応答

14:45　（休憩）
15:00　【活動報告】　（各報告時間25分に質疑応答を含む）
1. 初動対応における報告
15:00「江の川　ドローンを利用した河川氾濫状況把握 」

　シンワ技研コンサルタント株式会社　杉原　大樹
平成３０年７月豪雨による江の川の増水・氾濫において、ドローンを利用して水位上昇の詳細な現地状況をリアルタイムで河川管理者に中継することにより、管理者の初動対応に寄与した。
2. 土砂災害報告
15:25「土石流災害現場における土石流センサー設置例」
株式会社荒谷建設コンサルタント　稲村　啓志
土石流センサー設置後に生じた様々なトラブルとその原因をまとめ，誤作動防止やライブカメラに関する取り組み事例を紹介し，新規導入したIoT機器の紹介と機器の将来像について発表する。
15:50「広島市安佐北区白木町　地すべり対策」　　　　　　復建調査設計株式会社　渡邉　 聡
白木町で発生した地すべりにおいて、UAVを用いたレーザープロファイラにより詳細な地形図を作成し、速やかに周辺斜面も含め変状を把握した事例と、地すべりブロックの特性に応じた対策の方針について報告する。
3. 道路災害報告
16:15「平成30年7月豪雨災害における道路啓開について」　　　株式会社ヒロコン　野田　直樹
国道31号水尻地区付近にて大規模な斜面崩壊が発生し、広島呉道路・JR呉線・国道31号が不通となった。呉方面への災害支援物資搬入の為、一刻も早く交通機能の回復を図る必要があり道路啓開のための設計を行った。
4. 河川災害報告
16:40「真備町＿小田川他3支川の氾濫における初動から応急復旧までの対応」
株式会社エイト日本技術開発　郷田　信夫
平成３０年7月豪雨災害において、岡山県内でも特に被害が甚大であった真備町を主体として、その特徴や被害の概要、当社の初動対応、応急復旧の状況等について報告する。
17：05　閉会 挨拶       　　  建設コンサルタンツ協会中国支部  防災委員会　委員長　青原　啓詞
	2019年度　第1回防災講演会 
「H30西日本豪雨災害報告会」
参加申込書

主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


標記講演会に参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	技術部門
(注3)
※複数選択可
	□機械　□船舶･海洋　□航空･宇宙　□電気電子　□化学　□繊維　□金属
□資源工学　□建設　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産
□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線　□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	 □会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。
注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部
TEL:082-511-0305　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
一般社団法人建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 中国支部防災委員会 主催／公益社団法人日本技術士会 中国本部防災委員会共催


　　[建設系CPDﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]


2019年度 第1回防災講演会（ご案内）


H30西日本豪雨災害報告会 








